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安
心
・
安
全
な
水
道
水
を

お
と
ど
け
し
ま
す

平
成
25
年
度
の
配
水
状
況
は
、総
配
水

量
は
７
２
５
万
３
、５
９
４
㎥
で
、前
年
度
と

比
べ
て
９
、１
０
９
㎥
、率
に
し
て
0.1
％
増
加
し

て
い
ま
す
。給
水
人
口
は
６
万
８
、５
２
４
人

で
、前
年
度
に
比
べ
て
６
１
５
人
減
少
し
ま
し

た
。給
水
戸
数
に
つ
い
て
は
３
万
７
１
９
戸
と

な
り
、前
年
度
と
比
べ
34
戸
減
少
し
ま
し
た
。

水
道
水
を
安
定
し
て
届
け
る
た
め
、配

水
管
整
備
事
業
と
し
て
、配
水
管
布
設
工
事

（
大
東
町
地
内
外
１
か
所
）や
配
水
管
布

設
替
工
事（
大
東
町
地
内
外
15
か
所
）を
実

施
し
、下
水
道
関
連
工
事
と
し
て
、給
配
水

管
移
設
工
事（
市
場
地
内
外
17
か
所
）な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

財
政
状
況
は
、平
成
25
年
度
１
億
６
、０

６
１
万
２
、９
４
９
円
の
純
利
益
が
生
じ
、前

年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
10
万
５
、１
９
１
円

と
合
わ
せ
、当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金

は
１
億
６
、０
７
１
万
８
、１
４
０
円
と
な
り
、

翌
年
度
へ
繰
越
し
ま
し
た
。

し
か
し
、総
配
水
量
の
減
少
傾
向
は
落
ち

着
い
た
も
の
の
、社
会
的
要
因
な
ど
に
よ
り
、

料
金
収
入
の
減
少
や
費
用
の
増
加
な
ど
が

予
想
さ
れ
、予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
、中
長
期
的
な
展
望
を
思
考
し

て
、実
現
可
能
で
具
体
的
な「
水
道
事
業
基

本
計
画
」を
策
定
し
、有
効
的
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

今
後
も
、更
に
効
率
的
な
運
営
に
よ
り
、

経
費
の
節
減
に
努
め
、財
政
基
盤
の
安
定
化

を
図
り
な
が
ら
、将
来
に
効
率
よ
く
継
承
で

き
る
よ
う
、老
朽
施
設
の
更
新
事
業
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。ま
た
、災
害
時
に
備
え
、ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
た
め
の
諸
事
業
を
推

進
し
、常
に
安
全
で
安
心
し
て
飲
め
る
水
道

水
の
安
定
供
給
を
図
り
、住
民
福
祉
の
向
上

に
資
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

上
水
道
事
業
の
概
要

決算収支状況　上水道事業（税抜）

【水道事業費用内訳】 【水道事業収益内訳】
その他 29,448（1.7％）その他 26,322（1.7％）動力費 21,383（1.4％） 分担金

48,240（2.8％）支払利息
55,704（3.5％）

人件費
202,877（12.9％）

減価償却費
240,237（15.3％）

物件費
134,753（8.6％）

給水収益（水道料金）　
1,653,224（95.5％）

受水費
889,023（56.6％）

収益合計
1,730,912

費用合計
1,570,299

（単位：千円）（単位：千円）

維持管理整備事業
①管路対策：
　老朽管更新事業計画（25度末決算）
● 配水管延長…… 216,527m
● 老朽管残延長… 16,991m
● 老朽管割合…… 7.8％
②施設対策：配水場老朽施設の更新
③管路対策：水管橋の点検

水道施設の整備

給水人口　 ………… 68,524 人
給水戸数　………… 30,719 戸
年間総配水量　…… 7,253,594㎥
1日最大配水量　 … 22,190㎥
1人1日平均配水量 … 290ℓ

業務量（平成26年3月31日現在）

資本的収入 98,901 移設工事負担金収入、企業債借入など

資本的支出 566,516 水道施設の拡張、改良工事、企業債償還金など

差　　　引 △467,615 資本的収支不足額

決算収支状況　工事関係（税込）

（単位：千円）

水
道
部
門
で
は
、安
心
し
て
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
安
全
な
水
道
水
を
、皆
さ
ん
の
も
と

へ
安
定
供
給
す
る
た
め
、配
水
管
の
整
備
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
、施
設
の
整
備・改
修

事
業
を
順
次
す
す
め
、水
質
検
査
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
検
査
と
施
設
の
管
理
を
適

正
に
行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
水
道
水
に
つ
い
て
、「
平
成
25
年
度
上
水
道
事
業
の

概
要
」と「
水
質
検
査
」を
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成27年度 大和高田市水道事業水質検査計画

1



平
成
27
年
度 

大
和
高
田
市

水
道
事
業
水
質
検
査
計
画

水
質
検
査
計
画
と
は

水
質
検
査
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に「
安
心
」で「
安
全
」な
水
を
供
給
す
る
た
め
に
不

可
欠
で
あ
り
、水
道
水
の
水
質
管
理
に
お
い
て
中
核
と
な
る
も
の
で
す
。

水
質
検
査
計
画
と
は
、水
質
検
査
の
適
正
化
を
確
保
す
る
た
め
に
、水
質
検
査
項
目

な
ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。

市
上
下
水
道
部
で
は
、水
道
水
の
状
況
を
踏
ま
え
、水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
、こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
検
査
結
果
の
公
表
と
併
せ
、水
道
水
が
水
質
基
準
に
適
合
し
安
全

で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、公
表
し
ま
す
。

１
．基
本
方
針

清
浄
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、施
設
の
管

理
を
適
正
に
行
い
、水
道
法
を
遵
守
す
る
こ

と
を
基
本
に
、適
正
な
水
質
項
目
の
選
定
・

検
査
頻
度
・
採
水
地
点
の
選
定
を
行
い
、適

切
な
判
断
に
よ
り
需
用
者
が
安
心
、信
頼
し

て
利
用
で
き
る
水
道
を
め
ざ
し
ま
す
。

２
．水
道
事
業
の
概
要

⑴
水
源
は
、奈
良
県
営
水
道
よ
り
１
０
０
％

受
水

⑵
配
水
場
は
、市
内
３
か
所

１
日
配
水
施
設
能
力

大
東
配
水
場
：
１
０
、０
０
０
㎥

天
満
配
水
場
：
１
３
、０
０
０
㎥

陵
西
配
水
場
：
１
５
、０
０
０
㎥

３
．水
道
水
の
状
況

⑴
水
道
水
は
、奈
良
県
水
道
局
御
所
浄
水

場
か
ら
受
水
し
て
い
ま
す
。

御
所
浄
水
場
の
水
質
に
つ
い
て
は
、奈
良

県
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
水
質
検
査
結

果
を
見
て
く
だ
さ
い
。

⑵
水
道
水
は
、こ
れ
ま
で
の
検
査
結
果
よ

り
、水
質
基
準
を
十
分
満
た
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、安
全
で
良
質
な
水
で
す
。

４
．水
質
検
査
項
目
、検
査
頻
度

水
質
基
準
が
適
用
さ
れ
る
水
質
検
査
項

目
と
検
査
頻
度

①
水
質
検
査
項
目

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目（
別
表

１
）〈
50
項
目
〉と
、毎
日
検
査
項
目（
別

表
３
）の
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。

②
検
査
頻
度

ア
法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目（
別
表

１
）の
項
目 

№
１
、２
、38
、46
～
51
の
検

査
は
、毎
月
１
回
行
い
ま
す
。

イ
法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目（
別
表

１
）の
う
ち
、前
記
の
項
目
ア
と
省
略
不

可
項
目 

№
９
、21
～
31
、42
、43
以
外
の

項
目
に
つ
い
て
は
、年
４
回
以
上
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、過
去
３
年
間
の
検

査
結
果
が
基
準
値
の 

１
／
10
以
下
の
場

合
に
は
３
年
に
１
回
、１
／
10
超
過
１
／

５
以
下
の
場
合
に
は
年
に
１
回
ま
で
、検

査
頻
度
を
緩
和
し
て
行
い
ま
す
。

ウ
法
令
に
基
づ
く
毎
日
検
査
項
目（
別
表

３
）の
、色・
濁
り・
消
毒
の
残
留
効
果（
残

留
塩
素
）の
検
査
は
、１
日
１
回
行
い
ま
す
。

◎
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目

水
質
基
準
に
は
該
当
し
な
い
も
の
の
、よ

り
質
の
高
い
水
道
水
を
め
ざ
す
た
め
、水
質

管
理
上
留
意
す
べ
き
項
目
で
す
。

水
質
管
理
目
標
設
定
項
目（
別
表
２
）

〈
3
項
目
〉 

の
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。

５
．水
質
検
査
の
方
法

⑴
上
下
水
道
部
で
自
己
検
査
を
行
う
項
目

◦
毎
日
検
査（
水
道
法
の
規
定
に
よ
る
毎
日

検
査
項
目
）

⑵
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合（
一

部
事
務
組
合
）に
委
託
す
る
検
査

◦
水
質
基
準
項
目（
検
査
区
分
：
毎
月
検

査
・
項
目
検
査
）

◦
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目

６
．臨
時
検
査

水
道
水
が
、次
の
よ
う
な
水
質
変
化
が
あ

り
、水
質
基
準
に
適
合
し
な
い
恐
れ
が
あ
る

と
き
は
、必
要
に
応
じ
て
臨
時
の
水
質
検
査

を
行
い
ま
す
。

⑴
定
期
検
査
に
よ
り
、水
質
異
常
が
判
明
し

た
場
合

⑵
水
道
施
設
が
著
し
く
汚
染
さ
れ
た
恐
れ

が
あ
る
と
き

⑶
原
因
不
明
の
色
や
濁
り
な
ど
、水
質
が
著

し
く
悪
化
し
た
と
き

⑷
給
水
区
域
や
そ
の
周
辺
に
お
い
て
、消
化

器
系
伝
染
病
が
流
行
し
て
い
る
と
き

※
臨
時
の
水
質
検
査
は
、速
や
か
に
実
施

し
、水
質
異
常
が
終
息
し
、蛇
口
の
水
の

安
全
性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
行
い
ま
す
。

７
．水
質
検
査
計
画
お
よ
び

検
査
結
果
の
公
表

水
質
検
査
計
画
お
よ
び
水
質
検
査
の
結

果
は
、次
の
方
法
で
公
表
し
ま
す
。

⑴
広
報
誌「
や
ま
と
た
か
だ
」

⑵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

⑶給水状況

区　分 内　容

給水区域 大和高田市内

給水人口（平成25年度） 68,524（人）

給水戸数（平成25年度） 30,719（戸）

年間給水量  7,253,594㎥

計画１日最大給水量 38,000㎥／日

実績１日最大給水量 22,190㎥／日

平成27年度 大和高田市水道事業水質検査計画

2



平成27年度 大和高田市水道事業水質検査計画

（別表１）水質基準項目

（別表３）毎日検査項目（別表２）水質管理目標設定項目

省略不可項目 過去の検査結果から3年に1回 過去の検査結果から1年に1回 過去の検査結果から1年に4回

区分 項目
No. 水質基準項目 基準値 過去3年間の最高値

検査頻度
大東配水場系

給水栓
天満配水場系

給水栓
陵西配水場系

給水栓

健
康
に
関
す
る
項
目

1 一般細菌 100個/㎖ 0 月1回 月1回 月1回2 大腸菌 不検出 検出せず
3 カドミウム及びその化合物 0.003㎎/ℓ以下 0.001未満

25年度実施 26年度実施 27年度予定

4 水銀及びその化合物 0.0005㎎/ℓ以下 0.00005未満
5 セレン及びその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
6 鉛及びその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.002
7 ヒ素及びその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
8 六価クロム化合物 0.05㎎/ℓ以下 0.005未満
9 亜硝酸態窒素 0.04㎎/ℓ以下 0.004未満 年4回 年4回 年4回10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10㎎/ℓ以下 0.50 

25年度実施 26年度実施 27年度予定

12 フッ素及びその化合物 0.8㎎/ℓ以下 0.06
13 ホウ素及びその化合物 1.0㎎/ℓ以下 0.02
14 四塩化炭素 0.002㎎/ℓ以下 0.0002未満
15 1,4-ジオキサン 0.05㎎/ℓ以下 0.005未満

16 シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン 0.04㎎/ℓ以下 0.002未満

17 ジクロロメタン 0.02㎎/ℓ以下 0.001未満
18 テトラクロロエチレン 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
19 トリクロロエチレン 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
20 ベンゼン 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
21 塩素酸 0.6㎎/ℓ以下 0.006未満

年4回 年4回 年4回

22 クロロ酢酸 0.02㎎/ℓ以下 0.002未満
23 クロロホルム 0.06㎎/ℓ以下 0.005
24 ジクロロ酢酸 0.03㎎/ℓ以下 0.008
25 ジブロモクロロメタン 0.1㎎/ℓ以下 0.001
26 臭素酸 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
27 総トリハロメタン 0.1㎎/ℓ以下 0.009
28 トリクロロ酢酸 0.03㎎/ℓ以下 0.004未満
29 ブロモジクロロメタン 0.03㎎/ℓ以下 0.003
30 ブロモホルム 0.09㎎/ℓ以下 0.001未満
31 ホルムアルデヒド 0.08㎎/ℓ以下 0.01

性
状
に
関
す
る
項
目

32 亜鉛及びその化合物 1.0㎎/ℓ以下 0.005未満 25年度実施 26年度実施 27年度予定
33 アルミニウム及びその化合物 0.2㎎/ℓ以下 0.04

25年度実施 26年度実施 27年度予定
34 鉄及びその化合物 0.3㎎/ℓ以下 0.005未満
35 銅及びその化合物 1.0㎎/ℓ以下 0.005未満
36 ナトリウム及びその化合物 200㎎/ℓ以下 4.9 
37 マンガン及びその化合物 0.05㎎/ℓ以下 0.001未満
38 塩化物イオン 200㎎/ℓ以下 11 月1回 月1回 月1回
39 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300㎎/ℓ以下 47 年1回 年1回 年1回40 蒸発残留物 500㎎/ℓ以下 100
41 陰イオン界面活性剤 0.2㎎/ℓ以下 0.02未満 25年度実施 26年度実施 27年度予定
42 ジェオスミン 0.00001㎎/ℓ以下 0.000001未満 年4回 年4回 年4回43 2-メチルイソボルネオール 0.00001㎎/ℓ以下 0.000004
44 非イオン界面活性剤 0.02㎎/ℓ以下 0.005未満 25年度実施 26年度実施 27年度予定45 フェノール類 0.005㎎/ℓ以下 0.005未満
46 有機物（全有機炭素TOCの量） 3㎎/ℓ以下 0.6 

月1回 月1回 月1回

47 pH値 5.8～8.6 7.3
48 味 異常なし 異常なし
49 臭気 異常なし 異常なし
50 色度 5度以下 1未満
51 濁度 2度以下 0.1未満

項目
No. 水質基準項目 目標値

検査頻度
大東配水場系
給水栓

天満配水場系
給水栓

陵西配水場系
給水栓

3 ニッケルおよびその化合物 0.01㎎/ℓ以下

25年度実施 26年度実施 27年度予定14 抱水クロラール 0.03㎎/ℓ以下

22 有機物質（KMnO4） 3㎎/ℓ以下

項目
No. 水質基準項目 評価 検査頻度 検査方法

1 色 異常なし 毎日 自己

2 濁り 異常なし 毎日 自己

3 消毒の残留効果
（残留塩素） 0.1㎎/ℓ以上 毎日 自己
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安
心
し
て
水
道
水
を
使
う
た
め
に

現
在
、鉛
給
水
管
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

平
成
元
年
以
前
に
給
水
管
を
布
設
し
た
家
庭

で
は
、鉛
給
水
管
を
使
用
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
家
庭
で
、長
時
間
水
道

水
を
使
用
し
な
い
場
合
、例
え
ば
、朝
一
番
や
旅

行
な
ど
で
長
時
間
留
守
に
し
た
と
き
の
最
初
の

水
は
、鉛
が
ご
く
わ
ず
か
に
溶
け
だ
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

通
常（
流
水
）の
使
用
状
態
で
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
が
、出
し
始
め
の
水
は
、念
の
た
め
バ
ケ
ツ一
杯

分
ぐ
ら
い
を
、飲
み
水
以
外
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

自
分
で
で
き
る「
水
質
チ
ェ
ッ
ク
」

無
色
透
明
な
ガ
ラ
ス
製
の
コ
ッ
プ
に
水
を
入

れ
、色
、濁
り
、臭
い
、味
の
４
項
目
を
チ
ェッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

①
色
が
つ
い
て
い
る　

水
槽
の
汚
れ
や
、給
水

管
の
腐
食
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
濁
っ
て
い
る　

水
槽
が
汚
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

③
臭
い
が
す
る　

水
槽
の
汚
れ
や
、汚
染
物
質

の
混
入
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

④
変
な
味
が
す
る　

水
槽
の
汚
染
や
、給
水
管

の
腐
食
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
～
④
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、す
ぐ

に
貯
水
槽
の
設
置
者（
管
理
者
）に
連
絡
し
、適

切
な
対
応
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

貯
水
槽
設
置
者
の
皆
さ
ん
へ

◎
貯
水
槽
は
、所
有
者
が
管
理
す
る
も
の
で
す

◎
安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水
は
適
正
な
管
理
か
ら

有
効
容
量
が
10
㎥
を
超
え
る
受
水
槽
は
、水

道
法
で
、設
置
者
に
対
し
て
適
正
な
管
理
や
検

査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、有
効
容

量
が
10
㎥
以
下
の
小
規
模
な
受
水
槽
に
つ
い
て

も
、設
置
者
に
対
し
て
適
正
な
管
理
お
よ
び
検

査
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

設
置
者
や
管
理
責
任
者
は
、日
ご
ろ
の
管
理

と
、１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、定
期
的
に
清
掃
・

水
質
検
査
・
設
備
点
検
を
行
い
、水
槽
を
い
つ
も

清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

貯
水
槽
水
道
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

4階

4階

水
道
資
材
納
入
業
者

市
立
病
院
給
食
用
物
資
納
入
業
者

学
校
給
食
物
資
納
入
業
者

「
入
札
参
加
資
格
申
請
」を
受
け
付
け
ま
す

市
内
・
市
外
業
者
の
追
加
受
付
で
す
。

▽
受
付
期
間　

２
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

（
土
・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時

▽
提
出
方
法　

申
請
書
等
一
式
を
上
下
水

道
部
水
道
総
務
課
へ
持
参

※
申
請
書
な
ど
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
、で
き
ま
せ
ん
。

▽
指
名
願
有
効
年
度

●

市
内
業
者　

平
成
27
、28
年
度

●

市
外
業
者　

平
成
27
、28
年
度

▽
納
入
資
材　

量
水
器
、水
道
専
用
補
修

材
料
、そ
の
他
水
道
専
用
資
材

〔
水
道
総
務
課　

☎
５
２・１
３
６
７
〕

科
に
あ
り
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
、で
き
ま
せ
ん
。

▽
指
名
願
有
効
年
度　

平
成
27
年
度

▽
納
入
物
資　

青
果
物
、冷
凍
食
品
、加
工

水
産
物
、塩
干
物
、缶
詰
類
、嗜
好
物
、調

味
料
、食
用
油
、穀
類
、鶏
卵
、肉
類

〔
市
立
病
院
栄
養
管
理
科

☎
５
３・２
９
０
１
〕

▽
受
付
期
間　

２
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

（
土
・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
提
出
方
法　

申
請
書
等
一
式
を
市
立
病

院
栄
養
管
理
科
へ
持
参

※
申
請
書
な
ど
は
、市
立
病
院
栄
養
管
理

▽
受
付
期
間　

２
月
16
日
㈪
～
26
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時

▽
提
出
方
法　

申
請
書
等
一
式
を
学
校
給

食
会（
教
育
委
員
会
内
）へ
持
参

※
申
請
書
な
ど
は
、教
育
総
務
課
保
健
給

食
係
に
あ
り
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
、で
き
ま
せ
ん
。

▽
指
名
願
有
効
年
度　

平
成
27
年
度

▽
納
入
物
資　

青
果
物
、冷
凍
・
加
工
食

品
、塩
干
物
、調
味
料
、肉
類

〔
教
育
総
務
課 

保
健
給
食
係内

線
１
３
５
〕

〔
上
下
水
道
部
水
道
部
門　

☎
５
２・１
３
６
５
〕
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左
記
物
件
を
、一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す
。

１　

申
込
者
の
資
格
・
条
件

申
込
み
に
は
資
格
・
条
件
が
あ
り
ま

す
。確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

参
加
申
込
期
間

受
付
開
始
：
２
月
16
日
㈪ 

午
前
９
時

受
付
締
切
：
２
月
27
日
㈮ 

午
後
５
時

※
土・日
曜
日
、祝
日
は
除
く

３　

入
開
札
の
日
時
・場
所

▽
と
き　

３
月
16
日
㈪ 

午
前
10
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
別
棟
2
階 

会
議
室

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く

だ
さ
い
。

〔
財
産
管
理
課　

内
線
２
１
６
〕

市
内
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で

普
通
自
動
二
輪
車
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

２
月
は「
水
質
改
善
強
化
月
間
」で
す

公
共
の
場
所
に
、自
転
車
な
ど

を
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
！

「
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
」

の
取
扱
い

市
内
の
各
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト（
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト

近
鉄
高
田
南・サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
Ｊ
Ｒ
高
田
西
を

除
く
）で
、普
通
自
動
二
輪
車（
51㏄
～
１
２
５cc
）

が
駐
車
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

駐
車
料
金
は
、原
動
機
付
自
転
車
と
同
じ

で
、下
記
の
と
お
り
で
す
。詳
し
く
は
、市
内
各

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
、ま
た
は
生
活
安
全
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

冬
は
、大
和
川
の
水
質
が
特
に
悪
化
し
ま

す
。大
和
川
の
汚
濁
原
因
の
約
８
割
は
、私
た
ち

の
家
庭
か
ら
で
る
生
活
排
水
で
す
。き
れ
い
な

川
を
と
り
も
ど
す
た
め
に
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◦
食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
作
り
、残
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
食
器
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
汚
れ
は
、拭
き
取

っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

◦
食
べ
残
し
や
残
り
ク
ズ
を
、直
接
流
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
浄
化
槽
は
定
期
的
に
点
検
し
、適
正
に
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

平
成
27
年
4
月
1
日
よ
り
、大
和
高
田
市

自
転
車
等
の
安
全
利
用
に
関
す
る
条
例
が
改

正
さ
れ
、自
転
車
放
置
禁
止
区
域
外
だ
け
で
は

な
く
、そ
の
他
公
共
の
場
所（
道
路・公
園
な
ど
）

に
自
転
車
を
放
置
し
た
場
合
も
、移
動・保
管
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

自
転
車
な
ど
を
放
置
す
る
と
、交
通
の
妨
げ

に
な
る
だ
け
で
な
く
、交
通
事
故
の
原
因
に
も
な

り
、ま
た
、自
転
車
が
盗
難
に
あ
う
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。自
転
車
は
、サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
な
ど
に
駐
車

し
、放
置
自
転
車
の
減
少
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

2
月
に
入
り
、寒
さ
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
て

き
ま
し
た
。寒
い
日
が
長
く
続
く
と
、鍋
料
理

な
ど
で
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
使
う
頻
度
が
増
え

て
き
ま
す
。

そ
こ
で
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
の
が
、使

用
上
の
取
扱
い
で
す
。取
扱
い
を
ひ
と
つ
間

違
う
と
、大
惨
事
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

正
し
い
使
用
上
の
取
扱
い
を
紹
介
し
ま
す
。

①
燃
料
ボ
ン
ベ
を
装
着
す
る
際
は
、ボ
ン
ベ

の
切
り
込
み
部
分
を
容
器
受
け
ガ
イ
ド

に
合
わ
せ
、正
し
く
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

②
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
燃
料
ボ
ン
ベ
の
カ
バ
ー

部
ま
で
覆
う
大
き
な
鉄
板
や
、鍋
な
ど

を
の
せ
て
使
用
す
る
と
、鉄
板
な
ど
か
ら

の
輻
射
熱
で
ボ
ン
ベ
が
過
熱
し
、破
裂
す

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。取
扱
い
上
の
注

意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
、正
し
く
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

③
燃
料
ボ
ン
ベ
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、必
ず

中
身
を
使
い
切
り
、穴
開
け
を
す
る
際

は
、火
の
近
く
で
は
開
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。漏
れ
た
ガ
ス
に
引
火
し
、火

災
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、市
が
指
定
す
る
ご
み
の
分
別
区

分
を
守
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
て
、

使
い
ま
し
ょ
う
。

〔
高
田
消
防
署　

☎
２
５・０
１
１
９
〕

〔
環
境
衛
生
課　

内
線
２
８
１
〕

〔
生
活
安
全
課　

内
線
３
２
１
〕

原動機付自転車・普通自動二輪車

使用料

定期使用

屋根有り 屋根なし

市内在住 市外在住 市内在住 市外在住

学 

生

1 か月 3,000円 3,300円 2,700円 3,000円

3 か月 8,700円 9,600円 7,800円 8,700円

6 か月 17,100円 18,900円 15,300円 17,100円

一 

般

1 か月 3,300円 3,600円 3,000円 3,300円

3 か月 9,600円 10,500円 8,700円 9,600円

6 か月 18,900円 20,700円 17,100円 18,900円

一時使用 1 日 1 回 200円

※自転車の変更はありません。

市
有
地
売
却
の

お
知
ら
せ※現状有姿による売却とします。

所在地 地積（㎡） 地目

大谷572番1 2095.73 宅地

都市計画区域区分 最低売却価格（円）

市街化調整区域
都市計画法第34条
第11号指定区域

48,460,000
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あなたの地域の
民生・児童委員と主任児童委員

民生・児童委員は、大和高田市内で125名（国基準により県知事が定める定数）が、担当の区域を定めて活動しています。
また、主任児童委員は、市内各地区民生委員児童委員協議会（７協議会）ごとに２名います。

※氏名の記載がない地区は、平成26年12月10日時点で、民生・児童委員を委嘱されていない地区です。後日、委嘱されている場合も
ありますので、詳しくは社会福祉課へ問い合わせてください。

※担当地区名は、自治会名で表記しています。

◎民生委員とは…
それぞれの地域で、社会奉仕の精神をもって、常に住民の立場に立って相談に応じ、必要な援助を行っています。

〔社会福祉課　内線535〕

地区 氏　名 担当地区

高　

田

島田　昌彦
（地区会長） 大中南

亀井　宏悦 駅前・高砂1，2

齊藤　靖治 大国町・相生１～２

中西記左子 東１～３

山本規仁子 東４、大道４

藤内　孝美 日之出１

日之出２、ユニライフ

乾　　直治 日之出町3，4

赤井　康隆 本町 1 ～ 3

奥村　惠司 本町 4 ～ 5

辻　芙美子 本町6，7、西町

浦野　　潤 市町 1 ～ 4

森　　俊二 元町 1，2

森井　泰子 大中北（西）

吉川　香代 大中北（東）

西川紀美代 礒野西

堀内　保典 礒野西

木村　　勇 東雲、八丁

濵野　秀巳 幸町ネオハイツ

松四　　明 幸町シティヴィラ

小西　邦茂 天神橋、駅前１、高砂１

小泉　　誠 幸町アーバンコンフォート

松村　悦子 主任児童委員

主任児童委員

片　

塩

吉村　髙
（地区会長） 片塩東

津田　律子 曙町

奥本　一秀 曙町

堀川　雅永 曙町

樋口　　満 曙町

北林　幸義 曙 1 ～ 2

川本　信治 曙3、大道2，3

横大路西

吉村　淨教 横大路東

井上佐知子 新町 1 ～ 3

八幡 1，2

地区 氏　名 担当地区

片　

塩

牧浦　康男 片塩西

吉川多惠子 本郷 1 ～ 3

竹村恵以子 池之町、古川町

中山　重廣 旭町 1～ 3（北側）

増井　慶司 旭町 1～ 3（南側）

上北　弘美 南今里町

甲村　誠子 今里町

三室智惠子 中今里町

今井　美雄 昭和町

三浦　順子 昭和町

堀内　正裕 礒野東町

西川　和男 礒野南町

富田　明男 礒野南町

田中　雅子 昭和町ウエスト
ウィング

矢原　千鶴 昭和町イーストウィング、 
ノースウィング

中川　裕正 礒野新町

當麻　純子 主任児童委員

杉岡　信高 主任児童委員

土　

庫

土井　利一
（連合会長・地区会長） 土庫北

嶋谷キヌ子 土庫

江口　啓子 土庫

森川　　充 花園町

髙橋喜美子 若葉町

西浦　倉藏 東 5

大川日出暿 大道 5

岩田　幸夫 松塚

柏田久実子 東雲町（一部）

森井恒四郎 藤森

速水　義秋 主任児童委員

森田　晃代 主任児童委員

磐　

園

安田　邦夫
（地区会長） 新池田

牧口　睦子 有井

志野　啓子 神楽

吉川美智子 神楽

仲西　利夫 神楽

地区 氏　名 担当地区

磐　

園

安井　義男 池尻

勝谷　泰子 築山西之町1～8

石原　幸子 築山西之町9～17

岡野　昌三 築山赤坂町1～6

飯田千惠子 築山赤坂町7～13

勝谷　健治 築山北之町

松田　祥子 上大谷町

守川　晴美 築山北之町

小林　恵利 主任児童委員

篠本由美子 主任児童委員

陵　

西

増井　宏次
（地区会長） 北市場

奥村　帛枝 野口

植島　岳之 出屋敷

赤土　照子 西代

中原　和子 池田

柏井　治美 領家

植嶋美奈子 大谷

植島三和子 北角

澤田　和美 北大谷

横谷　容子 東大谷

小西安紀子 北敷島町

吉田　澄子 敷島町

谷口　妙子 敷島町

岡橋　重夫 北市場

上田　清介 橘町

吉川きみ子 橘町

岸田二三子 新田

田中　祥子 市場（中町、岡崎）

川口佳代子 市場

谷本　聡子 市場

山本佳世子 主任児童委員

森本　偉子 主任児童委員

浮　

孔

内海　博子
（地区会長） 曽大根（線路の西）

新本　啓子 東三倉堂町

新森　和男 中三倉堂 1 丁目

地区 氏　名 担当地区

浮　

孔

石田　博章 中三倉堂2丁目

生島美津子 西三倉堂

坪井　是成 西三倉堂

際本　　艶 甘田町

中尾　良子 蔵之宮町

友田　順子 田井

林　　充利 勝目

吉川　　省 曽大根（線路の東）

田邊　二郎 西甘田町

吉田小夜子 南陽町

辻村スヅ子 栄町

結城　好永 東中、東中1丁目

青木　茂徳 東中 2 丁目

吉田　龍永 春日町

新澤　國和 田井新町

松田尹久子 蔵之宮町

 前川　愼子 主任児童委員

中島富久子 主任児童委員

菅　

原

涌田　五月
（地区会長） 出

猪口　康之 西坊城

委嘱待ち 西坊城

増田佐和子 吉井

吉川　朱實 秋吉

中川キヌ子 奥田

山本　正憲 奥田西町、新緑町

西新緑町

西井　陽子 根成柿

森本　恵子 根成柿

出野美奈子 柿之内町

寺中　　好 菅原町

船津　勝歳 根成柿ネオシティ

細田美佐子 根成柿ネオシティ

弓場　一郎 主任児童委員

中城久美子 主任児童委員

（敬称略）
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～
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）と
は
？
～

認
知
症
と
は
、
脳
細
胞
の
減
少
や
大
脳
の
病
気
に
よ
り
物
忘

れ
を
自
覚
で
き
な
い
、
出
来
事
の
記
憶
が
丸
ご
と
消
え
る
、
年

次
や
日
付
・
季
節
が
わ
か
ら
な
く
な
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
支

障
が
出
て
く
る
病
気
で
す
。

85
歳
の
約
半
数
、
95
歳
以
上
の
約
８
割
は
、
認
知
症
を
患
っ

て
い
ま
す
。
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
日
本
で
は
、
誰
も
が
認

知
症
に
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
Ｍ
Ｃ
Ｉ
と
は
？

健
常
者
と
認
知
症
の
人
の
中
間
の
段
階
に
あ
た
る
状
態
で
す
。

Ｍ
Ｃ
Ｉ
と
は
、
認
知
機
能（
記
憶
・
決
定
・
理
由
づ
け
・
実
行
な

ど
）の
内
、
１
つ
の
機
能
に
問
題
が
生
じ
て
は
い
ま
す
が
、
日
常

生
活
に
は
支
障
が
な
い
状
態
の
こ
と
で
す
。

●
Ｍ
Ｃ
Ｉ
に
な
る
と
ど
う
な
る
の
？

初
期
症
状
を
放
置
す
る
と
、
認
知
機
能
の
低
下
が
続
き
、
５

年
間
で
約
50
％
の
人
は
、
認
知
症
へ
進
行
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
、
認
知
症
と
そ
の
予
備
軍
と
さ
れ
る
Ｍ
Ｃ
Ｉ

人
口
は
、８
６
２
万
人
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

こ
れ
は
65
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
で
す
。
認
知
症
や
Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
、

と
て
も
身
近
な
症
状
な
の
で
す
。

●
早
期
発
見
の
重
要
性

早
期
発
見
・
対
処
の
た
め
に
は
、
家
族
が
気
付
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
異
変
を
感
じ
て
い
た
と
し
て
も
、
認
知
症
で
あ
る
と

認
め
た
く
な
い
こ
と
か
ら
、
進
行
す
る
ま
で
放
置
し
て
し
ま
う
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

『
そ
よ
か
ぜ
サ
ロ
ン
』

今
回
は
、当
院
の
オ
ス
ト
メ
イ

ト
サ
ロ
ン“
そ
よ
か
ぜ
”
に
つ
い

て
、紹
介
し
ま
す
。

『
そ
よ
か
ぜ
サ
ロ
ン
』は
、２
０
１

０
年
に
発
足
し
、今
日
ま
で
で
計
10

回
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

１　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は

「
ス
ト
ー
マ
保
有
者
」の
こ
と

で
、が
ん
や
事
故
な
ど
が
原
因
で

消
化
管
や
尿
路
が
損
な
わ
れ
た
た

め
、腹
部
な
ど
に
排
泄
の
た
め
の

開
口
部（
ス
ト
ー
マ
）で
あ
る「
人

工
肛
門
」
や「
人
工
膀
胱
」
を
造

設
し
た
人
の
こ
と
を
、オ
ス
ト
メ

イ
ト
と
い
い
ま
す
。ス
ト
ー
マ
を

造
設
す
る
と
、失
わ
れ
た「
腸
」や

「
膀
胱
」の
代
用
と
し
て
、ス
ト
ー

マ
装
具
と
い
う
排
泄
物
を
貯
留
す

る
た
め
の
装
具
を
使
用
し
て
、日

常
生
活
を
送
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
生
活
の
中

で
生
じ
て
き
た
疑
問
や
悩
み
を
分

か
ち
合
い
、オ
ス
ト
メ
イ
ト
や
、そ

の
ご
家
族
の
情
報
交
換
や
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、年
に
２
回

（
春
と
秋
）『
そ
よ
か
ぜ
サ
ロ
ン
』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

２　

参
加
さ
れ
た
人
た
ち
の
声

『
そ
よ
か
ぜ
サ
ロ
ン
』で
は
、そ

の
時
々
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
、医

師・
看
護
師・
薬
剤
師・
理
学
療
法

士・
栄
養
士
と
い
っ
た
コ
メ
デ
ィ
カ

ル（
医
療
従
事
者
）の
ミ
ニ
レ
ク

チ
ャ
ー
を
聴
講
し
た
り
、集
ま
っ
た

皆
さ
ん
で
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、お
互
い
に
自
由
に
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
、楽
し
い
時
間
を
共
有
し

て
い
ま
す
。

過
去
、『
そ
よ
か
ぜ
サ
ロ
ン
』に

参
加
し
た
人
か
ら
の
声
を
紹
介
し

ま
す
。

Ｑ
１　

ど
の
よ
う
に
し
て
オ
ス
ト
メ

イ
ト
サ
ロ
ン
を
知
り
ま
し
た
か
？

ス
ト
ー
マ
外
来（
32
％
）、掲
示

板（
24
％
）、ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル（
14
％
）、そ
の
他（
14
％
）、

広
報
誌（
10
％
）、Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（
６
％
）

Ｑ
２　

あ
な
た
の
属
性
は
？

消
化
管
ス
ト
ー
マ（
62
％
）、

尿
路
ス
ト
ー
マ（
17
％
）、家
族

（
19
％
）、そ
の
他（
２
％
）

Ｑ
３　

参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す

か
？

と
て
も
良
か
っ
た（
56
％
）、

良
か
っ
た（
41
％
）、
ふ
つ
う

（
３
％
）

そ
の
他
に
も
、「
み
ん
な
と
話

が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
自
分
だ
け

じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、

励
み
に
な
っ
た
」「
医
師・
看
護
師・

オ
ス
ト
メ
イ
ト
が
一
同
に
会
し
、気

軽
に
話
し
合
え
て
良
か
っ
た
」
と

い
っ
た
意
見
や
、ま
だ
入
院
中
の

患
者
さ
ん
か
ら
は「
退
院
後
の
自

分
の
生
活
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」、

手
術
を
こ
れ
か
ら
受
け
る
患
者
さ

ん
か
ら
は「
こ
れ
で
手
術
を
受
け

よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
、嬉
し
い
意
見
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

３　

ス
ト
ー
マ
外
来

『
そ
よ
か
ぜ
サ
ロ
ン
』の
他
に

も
、ス
ト
ー
マ
装
具
を
使
用
す
る
に

あ
た
っ
て
の
コ
ツ
や
、ス
ト
ー
マ
周

囲
の
皮
ふ
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
る「
ス
ト
ー
マ
外

来
」が
あ
り
ま
す
。

○
毎
週
水
曜　

午
後
１
時
か
ら

（
１
名
約
60
分　

完
全
予
約
制
）

次
回
の
開
催
は
、５
月
ご
ろ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。当
院
に
通
院

し
て
い
な
い
人
や
手
術
を
他
院
で

受
け
て
い
る
人
、家
族
の
人
だ
け

で
も
大
歓
迎
で
す
。気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

一人
で
も
多
く
の
人
に
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
、心
よ
り
楽
し
み
に

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
Ｗ
Ｏ
Ｃ（
皮
ふ・排
出
ケ
ア
）

認
定
看
護
師　

吉
川
由
紀
〕
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私
が
小
学
校
生
の
こ
ろ
、私
も

同
級
生
を
い
じ
め
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。相
手
の
い
や
な
こ
と
を
言

い
続
け
た
り
、相
手
の
こ
と
を
無

視
し
た
り
も
し
ま
し
た
。そ
の
と

き
の
私
は
、自
分
の
こ
と
に
自
信

が
持
て
ず
、何
か
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し

た
も
の
が
、心
の
中
に
渦
巻
い
て
い

ま
し
た
。そ
の
私
が
、い
じ
め
を
し

な
く
な
っ
た
の
は
、自
分
の
こ
と
が

好
き
に
な
り
、ま
わ
り
の
人
に
認

め
ら
れ
、自
分
に
自
信
が
で
き
、自

分
の
こ
と
を
振
り
か
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
か
ら

で
す
。い
じ
め
を
し
な
く
な
っ
た
こ

ろ
か
ら
、友
だ
ち
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、友
だ
ち
の
大
切
さ
も
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

で
も
、中
学
３
年
生
の
こ
ろ
、同

じ
組
の
女
の
子
が
、ま
わ
り
の
人

か
ら「
バ
イ
キ
ン
」呼
ば
わ
り
さ
れ

て
い
ま
し
た
。掃
除
の
時
間
に
そ

の
子
の
机
を
粗
末
に
運
ん
だ
り
、

そ
の
子
が
飲
ん
だ
水
道
は
使
わ
な

か
っ
た
り
、露
骨
な
行
動
を
取
っ
て

い
ま
し
た
。昔
の
自
分
だ
っ
た
ら
、

同
じ
こ
と
を
し
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。い
や
、き
っ
と
し
て
い
た
で

し
ょ
う
。し
か
し
、私
は
そ
の
子
に

普
通
に
接
し
ま
し
た
。

す
る
と
、ま
わ
り
の
子
が
、そ
の

子
の
こ
と
が
好
き
な
ん
や
、と
冷

や
か
し
て
き
ま
し
た
。で
も
私
は
、

い
じ
め
て
い
る
こ
と
が
お
か
し
い

と
言
い
、自
分
の
し
て
い
る
こ
と

は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
い
、

気
に
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の

子
も
私
と
話
す
の
が
楽
し
い
よ
う

で
し
た
。ま
わ
り
の
人
た
ち
も
、か

ら
か
い
よ
う
が
な
い
と
あ
き
ら
め

た
よ
う
で
、そ
れ
以
後
、言
わ
な
く

な
り
ま
し
た
。

今
、い
じ
め
が
集
団
化・
陰
湿
化

し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、自
殺
す
る

と
こ
ろ
ま
で
追
い
詰
め
て
い
く
の

で
す
。人
の
尊
厳
や
命
を
奪
う
い

じ
め
は
、犯
罪
で
あ
る
と
も
い
え

ま
す
。

子
ど
も
が
自
分
自
身
の
こ
と
を

好
き
に
な
り
、自
信
を
も
っ
て
自
分

ら
し
く
生
き
て
い
け
る
こ
と
が
、

大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。そ

し
て
、い
じ
め
を
し
な
い
、見

て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
子
ど
も

た
ち
の
感
性
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
、将
来
の
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

〔
人
権
施
策
課　

内
線
２
７
９
〕

自
分
を
大
切
に 143

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
は
、
効
果
的
な
時
期
に
認
知
症
の
進

行
防
止
に
つ
と
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
認
知
機
能
が
衰
え
て

も
自
分
ら
し
く
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
社
会
的
な
支
援
を
受

け
る
準
備
を
す
る
と
い
う
、
介
護
の
面
で
も
大
切
で
す
。

市
で
は
、
早
期
発
見
の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
診
断
を
行
っ
て

い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
て
く
だ
さ
い
。

【http://fishbow
lindex.net/yam

atotaka/

】

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
対
応
の
機
種
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

●
Ｍ
Ｃ
Ｉ
と
診
断
さ
れ
た
ら

診
断
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
認
知
症
に
な
る
こ
と
が
確
定
し

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
知
機
能
の
低
下
に
対
す
る
適
切
な
対
策
を
行
う
こ
と
で
、

認
知
症
を
発
症
し
な
い
ま
ま
で
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

治
療
や
投
薬
の
み
な
ら
ず
、
認
知
症
に
よ
っ
て
低
下
す
る
能
力

を
鍛
え
た
り
、
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
脳
ト
レ
教
室
で
、
楽
し
く
脳
を
鍛
え
ま
せ
ん
か
？

中
央
公
民
館
と
葛
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
週
に
１
回

脳
ト
レ
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

４
～
９
月
ま
で
の
募
集
を
２
月
に
行
い
ま
す
。
本
誌
挟
み
込

み
チ
ラ
シ
に
、
脳
ト
レ
教
室
募
集
説
明
会
の
案
内
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

●
『
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
』
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
人
が
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
認
知
症
と
い
う
病
気
や
普
段
の
介
護
の
悩
み
を
話
し
合
っ

た
り
、
学
ん
だ
り
で
き
る
場
所
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
癒
し
の
時

間
に
と
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
を
見
て
く
だ
さ
い
。

〔
地
域
包
括
支
援
課　

内
線
５
５
８
〕
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契
約
を
し
た
が
事
実
で
は
な
か
っ

た
、ま
た
、「
断
っ
て
も
何
度
も
勧
誘

さ
れ
迷
惑
だ
」と
い
う
相
談
が
多
い

よ
う
で
す
。電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の

勧
誘
は
、サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
者（
大
手
通
信
会
社
）で
は
な
く
、

主
に
代
理
店
が
行
っ
て
い
ま
す
。契

約
を
と
る
と
事
業
者
か
ら
手
数
料

を
得
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
顧
客
を
求
め
て
勧
誘

が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、「
勧
誘
時
の
虚

偽
説
明
」、「
契
約
内
容
の
説
明
不

足
」、「
強
引
な
勧
誘
」な
ど
、ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
契

約
は
、割
引
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
多
く
、

契
約
時
に
消
費
者
の
費
用
負
担
が

少
な
い
た
め
、安
易
に
契
約
し
て
し

ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。後
日
、解

約
を
申
し
出
て
も
、こ
の
サ
ー
ビ
ス

に
は
ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
は
適
用
さ
れ

ず
、高
額
な
解
約
料
を
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。契
約
は
、口
頭
の
了

解
で
も
成
立
し
ま
す
。消
費
者
側
に

書
面
な
ど
の
資
料
が
な
い
電
話
勧

誘
販
売
に
は
、特
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

事
業
者
に
よ
っ
て
は
、工
事
前
な

ど
契
約
か
ら
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
、

無
償
で
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。解
約
希
望
の
場
合
は
ま
ず
、

契
約
先
の
電
気
通
信
事
業
者
に
相

大
和
高
田
語
り
べ
： 

上
嶋　

丈
夫
さ
ん

　
上
嶋
丈
夫
さ
ん
は
、市
内
に
住
ん
で
90
年
。
自
身
が

見
て
き
た
高
田
の
歴
史
を
、文
章
に
書
き
と
ど
め
て
い

ま
す
。

昭
和
10
年
前
後
に
で
き
た
魚

市
場・中
央
市
場・丸
高
ス
ト
ア
ー

に
つ
い
て
、記
憶
を
頼
り
に
チ
ョッ

ト
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

魚
市
場
は
、今
の
北
片
塩
10
・

１
か
ら
３
ま
で
に
、魚
の
仲
買
人

の
有
志
に
よ
り
で
き
た
魚
の
問
屋

街
で
す
。当
時
、高
田
町
の
人
口

は
１
万
に
満
た
ず
、小
さ
な
町
に

し
て
は
大
き
な
市
場
で
し
た
。そ

れ
だ
け
の
需
要
が
あ
っ
た
の
で
す

ね
。丁
度
、高
田
男
子
尋
常
高
等

小
学
校（
男
子
校
）へ
の
通
学
路

に
あ
り
、冬
の
寒
い
朝
に
は
仲
買

人
が
ト
ロ
箱
を
砕
き
、ド
ラ
ム
缶
で

燃
や
し
暖
を
と
る
姿
を
横
目
で

見
な
が
ら
、う
ら
や
ま
し
い
思
い
で

寒
さ
を
堪
え
、手
を
擦
り
な
が
ら

登
校
し
た
も
の
で
す
。

同
時
期
に
本
郷
町
11
の
地
内

に
も
、中
央
市
場（
食
料
品
主

体
）が
で
き
ま
し
た
。コ
の
字
型
の

通
路
を
挟
ん
で
18
店
舗
が
店
を

出
し
、正
面
入
り
口
に
は
万
盛
庵

本
店
が
出
店
、当
時
に
し
て
は
異

色
の
食
堂
で
し
た
。

同
じ
く
本
郷
町
２・
12
に
丸
高

ス
ト
ア
ー（
森
田
時
計
店
の
北
と

な
り
で
、今
は
更
地
）が
開
店
、田

舎
町
で
は
珍
し
い
小
さ
な
デ
パ
ー

ト
で
し
た
。今
の
コ
ン
ビ
ニ
を
少
し

大
き
く
し
た
よ
う
な
も
の
で
、大

変
近
代
的
で
店
内
も
明
る
く
物

珍
し
さ
も
あ
っ
て
、大
変
繁
盛
し

た
も
の
で
す
。

戦
前
の
本
町
商
店
街
に
つ
い

て
、記
憶
を
頼
り
に
当
時
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。吉

田
酒
店
・
金
田
毛
糸
店
・
林
ガ
ラ

ス
店
・三
宅
布
団
店
・な
ん
ば
や
日

用
雑
貨
店
・
木
村
パ
ン
店
・
能
勢

茶
舗
・
狭
間
薬
局
・
赤
井
傘
店
・

大
辰
菓
子
店
・
中
川
印
刷
・
竹
市

印
刷
・
金
田
荒
物
店
・
北
紺
甚
・

南
紺
甚
・は
ぎ
や
呉
服
店
・
十
六

せ
ん
や
陶
器
店
・
十
六
せ
ん
や
玩

具
店
、こ
れ
ら
以
外
に
も
青
果

店
・
酒
店
・
生
花
店
な
ど
が
軒
を

連
ね
て
い
ま
し
た
。

「通話料が安くなる」
という勧誘による

光電話契約は慎重に！

大
手
通
信
会
社
の
代
理
店
を
名

乗
り
、光
電
話
の
契
約
を
勧
誘
す

る
電
話
が
あ
っ
た
。「
毎
月
の
電
話

料
金
が
安
く
な
る
。新
た
に
契
約

し
た
ら
、以
前
の
契
約
先
の
解
約

料
と
工
事
費
を
返
金
す
る
」と
説

明
さ
れ
、契
約
し
た
。工
事
も
完
了

し
、工
事
費
の
返
金
を
求
め
請
求

書
を
送
っ
た
が
、口
実
を
つ
け
て
返

金
し
て
く
れ
な
い
。本
当
に
大
手
通

信
会
社
の
代
理
店
な
の
か
。約
束

ど
お
り
返
金
し
て
ほ
し
い
。

（
60
歳
代
女
性
）

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
、

光
回
線
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。「
今

の
利
用
料
金
よ
り
安
く
な
る
」「
今

後
、今
の
固
定
電
話
は
使
え
な
い
」

「
今
、契
約
す
れ
ば
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
す
る
」な
ど
と
電
話
で
勧
誘
さ
れ
、

商
店
街
の

移
り
変
り
と

時
代
背
景
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パ
ン
ダ
が
「
パ
ン
ダ
！
」
っ
て
叫
ぶ
と
ど
う

な
る
の
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？
そ
れ
は
、
ぱ

ぴ
ぷ
ぺ
む
ら
の
動
物
の
子
ど
も
た
ち
に
大
人

気
で
、
い
つ
も
「
あ
れ
や
っ
て
～
」
と
せ
が

ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
？

後
ろ
姿
や
座
っ
て

い
る
姿
な
ど
、
パ

ン
ダ
が
と
て
も
愛

ら
し
く
描
か
れ
て

い
る
絵
本
で
す
。

石
井
聖
岳 

作
／
小
学
館

『
み
ー
ん
な
パ
ン
ダ
』

2 月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書 一般書
『
ほ
ん
と
う
は
な
か
よ
し
』

ロ
ー
レ
ン
・
チ
ャ
イ
ル
ド 

作　

明
橋
大
二 

訳
／
１
万
年
堂
出
版

『
東
京
駅
を
つ
く
っ
た
男
』

大
塚
菜
生 

文
／
く
も
ん
出
版

『
ね
こ
探
!
』

村
上
し
い
こ 

作
／
ポ
プ
ラ
社

『
チ
ョ
コ
ケ
ー
キ
と
ク
ッ
キ
ー
、
生
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
本
』

下
迫
綾
美 

著
／
主
婦
の
友
社

『
は
は
は
は
は
い
い　

幼
児
期
編
』

金
田
一
剛 

文　

金
田
洌 

監
修
／
ク
イ
ン
テ
ッ
セ
ン
ス
出
版

『
東
京
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
』

若
杉
冽 

著
／
講
談
社

2 月の新着図書

◎
ど
れ
に
し
よ
う
か
な
？

お
店
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
で
は
、色
々

な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
あ
り
過
ぎ
て
、思
わ

ず
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
し
ま
い
ま
せ
ん
か
。

近
ご
ろ
は
、「
友
チ
ョ
コ
」や「
自
分
へ
の

ご
褒
美
チ
ョ
コ
」が
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
。そ
こ
で
、今
回
は“
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
”

に
関
す
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
た
め
の

大
好
物
レ
シ
ピ
』

（
日
本
ハ
ム
株
式
会
社
中
央
研
究
所 

著

／
幻
冬
舎
）

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
や
つ
も
代
わ
り
の

も
の
を
使
っ
て
作
っ
て
あ
り
、そ
の
他
に

も
色
々
な
レ
シ
ピ
が
載
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
上
手
に
つ
き
あ

う
コ
ツ
も
紹
介
し
て
あ
り
ま
す
。

『
チ
ョコ
レ
ー
ト
の
歴
史
物
語

〈
お
菓
子
の
図
書
館
〉』

（
サ
ラ・モ
ス 

著

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー・バ
デ
ノッ
ク 

著

堤
理
華 

訳
／
原
書
房
）

カ
カ
オ
は
古
の
時
代
、「
神
へ
の
捧
げ

物
」だ
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ
か
ら
時
を

経
て
、世
界
を
魅
了
す
る
チ
ョコ
レ
ー
ト

へ
と
進
化
し
た
歴
史
の
物
語（
こ
の
シ

リ
ー
ズ
に
は
、他
に
も
4
種
類
の
お
菓

子
に
つ
い
て
の
本
が
あ
り
ま
す
）。

『
お
そ
な
え
は
チ
ョコ
レ
ー
ト
』

（
小
森
香
折 

作
／
Ｂ
Ｌ
出
版
）

チ
ョコ
レ
ー
ト
好
き
の
女
の
子
が
、し
ゃ

べ
る
ヘ
ビ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
出
会
い
ま
し

た
。さ
ら
に
、図
書
館
で
黒
い
表
紙
の
本

を
見
つ
け
た
こ
と
か
ら
不
思
議
な
世
界

に
巻
き
込
ま
れ
た
お
話（
児
童
書
）。

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕

◎おはなし会
かい

▷とき　2月14日㈯ ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい

● 絵
え

本
ほん

 『えりまきの花
はな

』
● おはなし 『てぶくろ』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫
▷とき　2月21日㈯ ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい

● 絵
え

本
ほん

 『しんせつなともだち』
● おはなし 『かっぱのおたから』

※今
こん

月
げつ

は第
だい

３土
ど

曜
よう

日
び

に変
へん

更
こう

しますので、注
ちゅう

意
い

してく
ださい。

※ほかにもたのしいおはなしや、てあそびがあります。

談
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、虚
偽
説

明
な
ど
問
題
の
あ
る
勧
誘
を
受
け

た
場
合
は
、取
り
消
せ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

当
該
事
例
で
は
、セ
ン
タ
ー
か
ら

大
手
通
信
会
社
に
、当
該
販
売
店

が
代
理
店
か
確
認
し
た
と
こ
ろ
事

実
で
し
た
の
で
、苦
情
内
容
を
伝
え
、

代
理
店
指
導
の
徹
底
を
求
め
ま
し

た
。ま
た
、代
理
店
に
相
談
者
か
ら

の
苦
情
を
伝
え
、約
束
の
履
行
を

求
め
た
と
こ
ろ
、全
額
返
金
さ
れ
ま

し
た
。

電子レンジなどで飲み物を温めるときは、
温めすぎに注意しよう。それと、ガスコンロなど
で温めるときは、火力を弱めて、かきまぜるなどしよう。

それは「突沸」といって、飲み物などを
加熱したとき、急激に沸騰がおこり、
中身が飛び散ることをいうんだよ。

常に発生するわけではなく、食品・食器・
調理器具・加熱時間などの組み合わせが
重なった場合だけにおこるんだ。

ガスコンロでみそ汁を温めたら、
噴きこぼれたという報告がありますね。

原因は、わかっているんですか？

気をつけないと、やけどなどの
ケガをしますよね。

突沸が怖いので、博士にはぬるいお茶を
いれてあげますね。

「突
とっ

沸
ぷつ

」って？
教えて！
最新情報

⑴
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
は
、ク
ー
リ

ン
グ・オ
フ
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

解
約
を
希
望
し
て
も
、高
額
な

解
約
料
を
請
求
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

⑵
口
頭
で
も
契
約
は
成
立
し
ま
す
。安

易
に
返
事
を
せ
ず
、書
面
な
ど
で
契

約
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
価
格
だ
け
で
な
く
自
分
の
利
用

環
境
や
目
的
に
照
ら
し
、本
当
に

必
要
か
を
十
分
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。必
要
な
け
れ
ば
、き
っ
ぱ
り

と
断
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑷
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
き
は
、ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、早
め
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
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「
位
置
に
つ
い
て
」

「
よ
ー
い
ど
ん
」

さ
て
、こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

答
え
は
、う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

優しさの蓄えを皆さんと
～人と人のつながりを求めて　2014年度地区別懇談会～

【
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
感
想
か
ら
】

○
日
ご
ろ
、何
気
な
く
目
に
し
た
り
、耳
に
し
て
い
る
事
の
中
で
、思
い
込

み
や
、自
身
の
感
覚
や
尺
度
で
人
を
見
た
り
、決
め
つ
け
た
り
し
て
い
る

事
が
い
か
に
多
い
か
、振
り
返
り
点
検
し
て
み
ま
し
た
。

○
人
権
は
堅
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
に
、深
く
学
び
合
う
こ
と
が

で
き
、本
当
に
よ
か
っ
た
。家
族
と
も
す
ぐ
話
を
し
て
み
ま
す
。

○
話
し
合
い
の
苦
手
な
人
へ
の
配
慮
が
、も
っ
と
い
る
と
思
い
ま
す
。

○
世
代
を
超
え
て
、人
権
に
関
わ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
え
た
こ
と

が
、と
て
も
よ
か
っ
た
。

○
女
性
の
参
加
し
や
す
い
開
催
日
時
を
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

○
楽
し
く
真
剣
に
話
し
合
い
が
で
き
、意
外
性
も
た
く
さ
ん
あ
り
、も
っ
と

多
く
の
人
に
参
加
し
て
ほ
し
い
内
容
で
し
た
。

○
テ
ー
マ
と
学
習
内
容
の
整
合
性
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

な
ど
、た
く
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、人
権
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ま
と
め
に
は
、

○
今
回
の
研
修
の
ね
ら
い
が
整
理
さ
れ
、す
ご
く
よ
かっ
た
。

○
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
話
に
感
激
し
、前
半
の
和
や
か
さ
に

加
え
て
学
び
に
深
み
を
添
え
て
も
ら
い
、素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。

と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
校
区
人
推
協
主
催
の
地
区
別
懇
談
会
を
、昨
年
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
、10
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。５
４
２
名
の
参

加
者
を
得
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、「
子
育
ち・人
権　

頭
の
体
操
２
０
１
４
」と
題

す
る
ク
イ
ズ（
例
え
ば
、キ
リ
ン
の
角
は
何
本
で
す
か
？
虎
の
耳

の
模
様
は
？
さ
て
こ
の
問
題
が
人
権
と
ど
う
関
係
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
と
いっ
た
も
の
）を
元
に
、語
り
合
い
ま
し
た
。語
り

合
い
の
後
、進
行
係
か
ら
の
謎
解
き
、人
権
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ま

と
め
と
い
う
学
び
の
ス
タ
イ
ル
を
と
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
積

み
上
げ
の
上
に
た
っ
て
、人
権
感
覚
を
高
め
る
場
を
、参
加
者
の

皆
さ
ん
と
創
り
出
す
こ
と
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

【
今
後
へ
の
歩
み
の
た
め
に
】

是
非
再
度
参
加
し
た
い
、と
の
声
を
た
く
さ
ん
聞
く

こ
と
が
で
き
、「
魅
力
あ
る
地
区
別
懇
談
会
」に
、と
い
う

ね
ら
い
に
、少
し
近
づ
け
た
と
考
え
ま
す
。ま
た
、子
ど
も

た
ち
や
聴
覚
障
が
い
者
、意
思
疎
通
支
援
者
な
ど
の
参

加
も
あ
り
、学
び
の
幅
が
広
が
っ
た
と
の
声
も
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

一
方
、今
後
研
修
内
容
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
期
待
す
る

声
も
あ
り
ま
し
た
。事
務
局
な
ど
、人
権
問
題
へ
の
さ
ら

な
る
学
び
、啓
発
の
あ
り
方
の
研
修
な
ど
を
重
ね
た
い
と

思
い
ま
す
。ま
た
、わ
か
り
や
す
い
語
句
の
使
用
、ル
ビ
の
用

意
な
ど
、配
慮
の
足
り
な
さ
の
指
摘
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
言
葉
を
共
有
し
、人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
い
っ
そ
う
の
前
進
を
誓
い
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。（市

人
推
協
事
務
局　

内
線
２
７
６
）

【
人
権
侵
害
の
歯
止
め
と
し
て

「
本
人
通
知
制
度
」の
活
用
を
】

「
本
人
通
知
制
度
」に
つ
い
て
、本
年
度
も
地
区
懇
の

中
で
、案
内
を
し
ま
し
た
。

「
本
人
通
知
制
度
」は
、市
町
村
が
住
民
票
の
写
し

な
ど
を
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、希
望

す
る
本
人（
市
民
課
に
登
録
が
必
要
）に
、交
付
し
た
こ

と
を
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。こ
の
制
度
は
、不
正
請

求
・
取
得
の
防
止
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、昨
年
度
か
ら
登
録
者
数
は
確
実
に
増
え

て
い
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
周
知
が
足
り
な
い
と
考
え
ま

す
。人
権
侵
害
の
大
き
な
抑
止
力
に
な
る
も
の
と
考
え
、

今
後
も
呼
び
か
け
強
化
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。詳
し

く
知
り
た
い
人
は
、市
民
課
も
し
く
は
人
権
施
策
課
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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アドバイザークラブです

こちら電子自治体

「
今
日
は
、電
子
黒
板
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
授

業
で
す
」と
先
生
の
声
。

「
わ
あ
ー
い
！ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
！
」

子
ど
も
の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
感
覚
で

タ
ッ
チ
操
作
が
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業

は
人
気
で
す
。

「
あ
る
授
業
の
様
子
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
ま
し
た
。そ
の
写
真
を
皆
さ

ん
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
送
り
ま
す
の
で
、ペ
ン

で
加
筆
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、別
に
送

る
白
紙
に
は
、学
ん
だ
要
点
を
書
き
、

電
子
黒
板
に
送
っ
た
ら
、前
に
出
て
発

表
し
て
く
だ
さ
い
。」

「
え
ぇ
！
も
う
終
わ
り
、今
度
は
い
つ
！
」

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
。

今
や
、タ
ブ
レ
ッ
ト
と
電
子
黒
板
授

業
は
珍
し
く
な
く
、多
く
の
学
校
で
始

ま
っ
て
い
ま
す
。子
ど
も
１
人
に
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
と
い
う
時
代
が
、も
う
そ
こ

ま
で
来
て
い
ま
す
。

し
か
し
、普
及
に
は
課
題
も
残
り
ま

す
。学
校
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
環
境
の
整

備
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
、副
教
材
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
で
す
。

電
子
黒
板
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
と
、

教
科
書
を
補
完
す
る
副
教
材
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
で
き
れ
ば
、コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

授
業
の
導
入
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
と
電
子
黒
板
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
授
業
で
は
、専
用
パ
ソ
コ
ン
と
接

続
ソ
フ
ト
が
あ
れ
ば
、電
子
黒
板
か
ら

子
ど
も
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
配
信
し
、そ
こ

に
子
ど
も
が
電
子
ペ
ン
で
自
分
の
考
え

や
感
想
を
書
き
込
み
返
信
し
、電
子

黒
板
で
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
授
業
に
は
、大
型
テ
レ
ビ
、

電
子
黒
板
、パ
ソ
コ
ン
、デ
ジ
タ
ル
副
教

材
が
必
要
で
す
。大
型
テ
レ
ビ
は
全
教

室
に
設
置
済
み
で
す
が
、電
子
黒
板
は

学
校
に
１
台
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
の

が
現
状
で
、今
後
の
普
及
が
期
待
さ
れ

ま
す
。デ
ジ
タ
ル
副
教
材
は
、担
任
の
先

生
以
外
に
は
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、多
忙
な
先
生
に
は
時
間
が
あ
り
ま

せ
ん
。そ
こ
で
、先
生
を
支
援
す
る
組

織
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。地
域

の
人
に
よ
る
学
校
へ
の
支
援
活
動
も
広

が
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
、デ
ジ
タ
ル
教
材
作
り
支
援
を
続
け

て
い
け
れ
ば
、と
考
え
て
い
ま
す
。

教
科
書
を
開
い
て
、読
む・
見
る・
書

き
写
す
、と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
的
な
授
業

よ
り
、ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
デ
ジ
タ
ル
副

教
材
で
補
完
す
る
授
業
こ
そ
、こ
れ
か

ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
あ
る
べ
き

授
業
の
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
の
時
代
の
子
ど
も
た
ち
を
、ど
う

し
た
ら
授
業
に
関
心
を
持
た
せ
引
き

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
、最
初
の

話
題
性
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。動
画
や

画
像
を
用
い
、目
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
る
こ
と
で
、授
業
へ
の
興
味
度
が
決

ま
り
ま
す
。

最
近
、理
系
離
れ
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、デ
ジ
タ
ル
教
育
の
普
及
が

理
系
離
れ
の
歯
止
め
に
な
れ
ば
と
期

待
し
て
い
ま
す
。理
系
の
大
学
生
に
き
っ

か
け
を
聞
き
ま
し
た
。「
理
系
に
興
味

を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、小
学
校
の
社
会

の
授
業
で
見
た
、数
枚
の
世
界
遺
産
の

写
真
で
し
た
。行
っ
た
こ
と
も
見
た
こ

と
も
な
い
美
し
い
写
真
が
大
型
テ
レ
ビ

画
面
に
瞬
時
に
出
て
く
る
の
が
不
思

議
で
、ど
う
し
て
そ
ん
な
事
が
で
き
る
の

か
、テ
レ
ビ
の
中
を
見
た
い
と
い
う
思
い

が
湧
い
て
き
た
の
で
す
。大
人
に
な
っ
た

ら
テ
レ
ビ
の
中
が
わ
か
る
勉
強
を
し
よ

う
、と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
」

こ
れ
か
ら
は
、ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
に

デ
ジ
タ
ル
教
材
を
ア
ッ
プ
し
て
活
用
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
す
。例
え
ば
、

サ
ー
バ
ー
に
あ
る
国
語
の
問
題
集
を
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、手
書
き

ペ
ン
で
筆
順
勉
強
を
す
る
。ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
バ
ー
利
用
で
教
材
の
共
有
が
可
能

に
な
れ
ば
、先
生
の
負
担
も
軽
く
な
る

で
し
ょ
う
。

◎
ス
マ
ホ・
ケ
ー
タ
イ
啓
発
講
習

◎
学
校
情
報
化
支
援

◎
も
の
づ
く
り
教
室

▽
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

電
子
自

治
体
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ク
ラ
ブ

☎
０
７
４
２・
36
・８
５
２
０

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
、電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。

インターネット時代の子どもたち
タブレットと電子黒板

12


